





















































































行研究(初鹿野ほか 1996、藤森 1997、平井 1998、朴 2000など)で取り上げられてきた、日
常生活で遭遇する可能2性が高いと思われる 3つの場面を設定し 改善要求をどのように表









1 )調査時期は:2012 年 9 月 ~]I 月
場所 s本のつくば市内と東京都内



















ある特 0) に本j声jを じ 註接 を 場合も
表{育や 、咳払い、 ェスチャ よって相 る
合も る ろう。 し¥ して ;こ{云える もある。
で誌、 行為j を考察 収集し 夕方1ら、当該
に不満を じ れを直 で ;こf云 る けのデータ在 し、市究対
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3之2 分類方法
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出現jl町立 発話構成 出現頻度 宋tlJfi入 累積書IJfi-
{不利益告知]+ [改善要求} 6 46.2% 46.2% 
つ {他者行為指摘] 2 15.4% 61.5砂ら
3 [改善要求i 7.7% 69.2% 
3 [他者行為指摘1+ [不利益告知]+ [改善要求] 7.7% 76.9% 
3 {不利益告知]十[他者行為指摘1+ [改善要求] 7.7% 84.6% 
3 [改善要求]+ [不利益告知] 7.7% 92.3% 
3 [他者行為指摘]+ [改善要求] 7.7% 100% 
合計 13 100% 




<表 5> 場苗 3における日本語母語話者の改善要求発話の構成
出現)1町立 発話構成 出現頻度 害IJfi- 累積割合
[改善要求} 6 75.0今ら 75.0% 
2 {不利益告知}十[改善要求] 12.5% 87.5% 
2 [不利益告知] 12.5% 100% 



















































































場面 lでは、学習者が最も多く使っているのはi[不利益告知]+ [改善要求]J (58.3%) 
というタイプの発話である。例えば、






く表 7> 場面 2におけるの中国人日本語学習者改善要求発話の構成
出現)1顎{立 発話構成 刊現頻度 割合 累積割合
[他者行為指 ]午{不利益告知1+ [改善要求] 4 26.7今む 26.7% 
2 [不利益告知]+ [改善要求l 3 20.0% 46.7% 
3 [不利益告知}十[改善要求]+ [不利益告知} 2 13.3% 60.0今6
3 [改善要求} 2 13.3% 73.3% 
5 [改善要求J+ [不利益告知} 6.7% 80.0% 
5 [他者行為指摘]+ [改善要求} 6.7% 86.7% 
コ [不利益告知] 6.7% 93.3% 
5 [ t也者行為指摘]+ [不利益告知] 6.7% 100% 
合計 15 100% 




































































































(2)ここでの「割合」とは、 「直接言葉で相手に伝える j 人の実数を被調査数(17人)で割ったも
のを%で示したものである。
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